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本号の内容 

１ 「第５回融合フォーラム‘２０００ｉｎ鹿沼」の詳細（最終版） 

２ 融合研のＮＰＯ化に向けた動き 

３ 融合事例プロジェクトについて 

４ メーリングリスト（ＭＬ）の使用について 

５ 事例づくし（今回は、貴重な情報がいろいろと寄せられましたので、そのコピーづくしです。） 

・和泉裕一さん；ＪＣのフォーラムパネラー（新聞記事） 

・山本恒夫さん・広瀬隆人さん；「教育展望」２００１年５月号の執筆記事より 

・秋津小校区のコミュニティ実践；「月刊社会教育」２００１年５月号での座談会記事より 

・長島雄一さん；博物館と学校（ＭｕｓｅｕｍＤａｔａ５２より） 

６ 手に入った資料より 

 ・マナビィ創刊ダイジェスト版；文部科学省編集（同封しました） 

・みんなで創る！ネットディ；新しい学習環境の整備に関する調査研究委員会（同封しました） 

・地域と学校の融合で「まちづくり」コミュニティづくり；「地域と学校の融合を探る研究会」報告書（先着１００名で、希望者 

に配布します） 

７ ２０００年度会計報告 

第５回融合フォーラム２００１ｉｎ鹿沼（最終案内） 
内容の魅力からか､今回のフォーラムに対しても､多くの問い合わせと申し込みが事務局へ届いています。とくに、 

石川小学校での学社融合見学には、午前中の参観にも関わらず多くの申込みがあります。また、マスコミからの取材 

申し込みも届いています。さらに、雑誌社や新聞社からは「事前に開催の案内を掲載させてほしい」という依頼も来て 

います。学社融合の先進地域「鹿沼」ならではの反響です。 

そのような訳で、申し込みは先着順ではありますが、会員を優先したいので、どうぞ早めの申し込みをお願いします。 

前回ご案内した内容と、一部変更したところもありますので、再度お知らせします。（ ＿＿部が変更点です） 

 

○全体テーマ  ２１世紀の学びをデザインする  ～総合的な学習と学社融合～ 

○日    時  ２００１年７月７日（土）１０：３０～７月８日（日）１２：００ 

○場    所  栃木県鹿沼市「栃木厚生年金休暇センター」 （宿泊もこのセンター） 

 

  日  程  大会第１日目 ７月７日（土） 

 １０：３０ 市立石川小学校の音楽の融合活動見学 

※昼食は、全体会場の食堂で摂ることができます。 

 １２：３０ 受付開始（３０分ずつ、繰り下がりました） 

 １３：３０ 全体会 

  ・開会挨拶（宮崎会長・石川小学校長） 

  ・基調提言「学社融合の全国的動向」（岸副会長） 

 1４：００ 論文発表(２０分×３本) ※質疑はありません 

 １５：００ 分科会（鹿沼づくし ５分科会になりました） 

①総合的な学習 ②豊かな音楽環境づくり ③国際理解を支援する ④ボランティアと教師が協働する図書

学校と地域の融合教育研究会                                               会  報 

                                                                ＮＯ．１５ 

                                                                  ２０００．５．２８ 

 
▲マーク制作：関知磨子（秋津コミュニティ：蚊帳の海一座） 
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館教育 ⑤地域の講座で学ぶ選択学習 

 １７：３０ 屋台フォーラム（会員の自由発表） ※資料のみ提供できるという方もご連絡ください。 

  

１８：３０ 交流会・全国名産市（２１：００終了）  

※名産品をご提供できる方および資料を事前に送る場合は、資料なのか名産品なのかが分かるように、明記

してください。 

 送り先  〒３２２－００１５  鹿沼市上石川１３４４  石川小学校 越田教頭  （７／１～７／５に必着のこと） 

 

    大会第２日目 ７月８日(日) 

  ８：３０ 融合研総会 

  ９：００ 分科会(すべての参加者が提言者～論じ合う分科会；３分科会に集約しました) 

①はじめての学社融合（コーディネータ；宮崎会長）   

②学校を地域施設化した学社融合のこれから（コーディネータ；岸副会長） 

③授業を学社共学の場とした学社融合のこれから（コーディネータ；越田融合プログラム開発委員長） 

   １０：４０ 記念講演； 講師 文部科学省生涯学習政策局生涯学習政策審議官  寺脇   研   氏 

   １１：５０ 閉会 

 

経 費  大会参加費  ３,０００円（資料代､会場費､通信費など） 

       懇親会費   ５,０００円（夕食を兼ねる） 

       宿泊費    ５,０００円（１泊朝食つき；４～５人部屋になります） 

 

申 込  別紙申込用紙を使い、ＦＡＸ０４７－４４５－３６６９融合研事務局までお送り下さい。なお、宿泊については、

定員になり次第締め切りますので、満員の場合は、個人でさがしていただくことになります。 

また、参加者多数の場合、会場の都合で申込期限以前でも締め切る場合がありますので、参加希望者は

早めに申し込んで下さい。 

交 通  電車を利用する場合は、ＪＲ宇都宮駅 東口より「９：３５石川小行」と「１３：００厚生年金センター行」をバス

チャーターしましたのでご利用ください。バスには、「融合フォーラム」とわかるようにしてあります。時間に

なり次第発車します。※タクシーでは、鹿沼駅から２５００円前後です。 

問合せ  開催責任者  越田幸洋 〒３２２－０００７栃木県鹿沼市武子５３９－３１ 

TEL・FAX 0289-63-4788  Ｅ-mail mailyukul@mb.infoweb.ne.jp 

 

備 考  このフォーラムの案内状を所属機関・組織などに配布できる方がいましたら、刷り増しして配布して下さい。県

や市町村教育委員会の方は特によろしくお願いします。 

 

融 合 研 の Ｎ Ｐ Ｏ 化 に つ い て 
この件につきましては、メーリングリスト（ＭＬ）を通したメールでのご意見をいろいろいただきました。ありがとうござ 

いました。今後の進め方ですが 

①会長が登録申請用の原案（たたき台）をつくる。 

②すでにＮＰＯ法人化について、申請手続きを済ませたり、申請したことのある団体に所属する会員等に送り、手直し

をしてもらう。 

③役員会にかけて、原案の承認を得る 

④早ければ鹿沼フォーラムの総会で承認を得る 

⑤正式な申請をし、登録団体としての認可を得る。 

というような手順を踏んで進めたいと思います。 

 

融合事例プロジェクトについて 
岸副会長から提案があり、上記同様メールで意見をいただきました。各地の融合実践・学校の地域コミュニティ化等 

の動きがでてきていますので、会員にとっては欲しい情報だろうと思います。ただ、この件につきましては、当分の間、 

会員それぞれに情報として集めておいていただき、しかるべきときに（近い内に）まとめ、全体の情報として会員に送付 

できるようにしたいと思います。各地の事例をメモっておいてください。 
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メーリングリスト（ＭＬ）の使用について 
メールをお持ちの会員が、全会員の７割近くになりました。そうしてメールでの情報交換が頻繁に行われるようにな 

りました。文明の利器のすごさを改めて思い知らされています。一方、会としてのルールづくりができていない段階で

すので、いくつかの問題点（苦情）も寄せられています。一応、個人的な情報連絡には、使用しないようにお願いします。 

一方、ローカルな内容であっても、それぞれの地域の融合の動きがわかるようなものは差し支えありません。 

※ＭＬは、いつでも脱退が可能です。仕事用と同じアドレスを使用している人も多いかと思います。余りに多い融合 

情報ですので、脱退を希望する場合は、いつでも「管理者」か「事務局」へご連絡ください。 
 

事 例 づ く し  貴重な情報がいろいろと寄せられましたので、コピーをつけました 
○和泉裕一さん；ＪＣのフォーラムパネラー（新聞記事） 

○山本恒夫さん・広瀬隆人さん；「教育展望」２００１年５月号の執筆記事より 

○秋津小校区のコミュニティ実践；「月刊社会教育」２００１年５月号での座談会記事より 

○長島雄一さん；博物館と学校（ＭｕｓｅｕｍＤａｔａ５２より） 

 

貴重な資料が手にはいりました 会員の関係する文部科学省他の委託研究資料が届けられましたので 
同封または、紹介します。 

 ○マナビィ創刊ダイジェスト版；文部科学省編集（同封しました） 

○みんなで創る！ネットディ；新しい学習環境の整備に関する調査研究委員会（同封しました） 

  ※同封のチラシは私も委員として参加した文部省委託「新しい学習環境の整備に関する調査研究委員会～ネットディ 

   で実現する校内ＬＡＮ」が制作したものです。保護者や地域の方々と一緒になって学校内の校内ネットワークを進め 

る手順をわかりやすく記しました。ポスターとしても掲示できるようになっています、ぜひご活用いただきたくお願い 

します。（岸裕司副会長のコメントより） 

○地域と学校の融合で「まちづくり」コミュニティづくり；「地域と学校の融合を探る研究会」報告書（先着１００名で、希望者 

に配布します） ※前文（はじめに）のみを添付しました。 

 

２ ０ ０ ０ 年 度 会 計 報 告 
○ 収入の部 
   ・繰越金                    ２５７．０４７円 
   ・会費（２．０００円 ×２０８人）         ４１６．０００円 

   ・資料代金                      １４．５００円 

   ・利息                           １８１円 

    合 計                      ６８７．７２８円 

 

○ 支出の部 
   ・通信費（切手・はがき・小包）           ２８７．４００円 

   ・文具費（封筒・用紙・宛名シール・インク）      ４４．２４６円 
   ・会議費                       １０．０００円 

     ・冬季フォーラム補助                １００．０００円 

・電動ホチキス・記録用カセット機           １７．０７９円 

・コピー代                           ８０円 

・書類ケース                      ６．２２２円 

・ホ－ムページ作成ソフト                 ３１２９円 

合 計                     ４６８．１５６円 

 

○残高                            ２１９．５７２円  
 

監査の結果、適正に処理がされていることを認めます。 

                           監査 野沢令照 

                                小山みさ 

 

※ 会計報告に疑問のある方は、事務局までご連絡ください。 
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融合フォーラム２００１ in 鹿沼 参加申込書 

（すべての項目を記入してください） 

 お名前                   

会員ですか  はい（会員Ｎｏ．    ）・いいえ 

 ご住所（自 宅）〒 

          E-mail 

    （勤務先）名称 

住所〒 

 電 話（自 宅） 

（勤務先） 

１ 参加する行事に○印をつけて下さい。 

10:30 石川小見学  

13:30 全体会・分科会  

第１日目 ７月７日（土） 

 

 

 

 
18:30 交流会  

9:00 分科会  第２日目 ７月８日（日） 

10:40 記念講演  

２ 大会会場の厚生年金休暇センターに宿泊しますか 

宿泊する   

宿泊しない  

３ 交通機関は何をご利用になりますか 

電車を利用する 

宇都宮発の送迎バスに乗る 

（９：３０発 １３：００発） 

  

自家用車を利用する  

４ 屋台か分科会での事例発表をしますか。 

屋台で発表する   

分科会で発表する  

※ 発表はしないが資料提供は大歓迎です。セリ市での名産品の提供もお待ちしています。 

（送り先は、〒３２２－００１５鹿沼市上石川１３４４ 石川小学校「越田教頭」までに。（７／１～７／５必着のこと） 

表に「資料在中」「名産品在中」と明記してください） 

こ の申込書は ､ 融合研究会事務局 （ Ｆ Ａ Ｘ ０ ４ ７ － ４ ４ ５ － ３ ６ ６ ９ ） ま で お送 り く だ さ い 。 


